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開始年度 平成 9 年度

種別

５

（19）

④

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

平成２８年度 967 696 72.0% 平成２８年度 67 67 100.0% 平成２８年度

平成２９年度 696 652 93.7% 平成２９年度 56 54 96.4% 平成２９年度

平成３０年度 652 － － 平成３０年度 52 － － 平成３０年度 － －

年度 当初予算額 一般財源 国庫支出金 都支出金 基金 その他 流用 補正予算 予算現額 決算額 執行率

147 147 0 0 0 0 0 0 147 128 87%

128 128 0 0 0 0 0 0 128 127 99%

128 128 0 0 0 0 － － － － －

平成３０年度　港区事務事業評価シート
評価対象

事 務 事 業 名 高輪地区保育園地域開放

所 属 高輪地区総合支所管理課管理係 －

所 管 課 長 高輪地区総合支所管理課長

基 本 政 策

政 策 名

明日の港区を支える子どもたちを育む

就学前児童ケアサービスを総合的に推進する

施 策 名

事業概要

事 業 の 目 的
地域に開かれた保育園として、家庭において子育てを行う保護者と就学前の子どもに、支援と交
流を広げることを目的とします。

事 業 の 対 象 家庭において子育てを行う保護者と就学前の子ども

子育て支援サービスの充実

事 業 の 概 要
各保育園で「保育園であそぼう」を実施し、保育園保育室や園庭等で、保育園児とともに親子で
遊び、保護者同士の交流や、職員による育児相談等を行い、安全に遊べる場所の提供や参加者同
士の親睦交流の場を提供します。

根 拠 法 令 等 児童福祉法、港区地域在宅子育て支援制度事業実施要綱

事業の成果

指
　
標

指標１
延参加者数（人）

指標２
延回数（回）

指標３

指 標 か ら 見 た
事 業 の 成 果

子育て世代の育児不安の解消や育児の孤立化を防ぎ、地域の保育園児との交流ができます。給食の試食や、育児に
関する情報提供、個別相談を実施しています。
保育園の地域開放以外に、子ども中高生プラザの子育て広場や、子育てひろばあっぴぃなど、子育て中の親子が利
用できる施設が充実してきたことで、保育園の地域開放延べ参加者数が、減少傾向となっています。

事業費の状況(単位：千円)
予算状況 決算状況

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

事業費から見た
事 業 の 状 況

決算額は、ほぼ同額で推移しています。



評価※

4

4

4

拡充 継続 改善 廃止 統合

事務事業を取り巻く状況等

前 回 評 価 か ら の
改 善 事 項 等
（付帯意見への対応等）

あそぶための設備、遊具に係る必要最低限の経費で実施しています。

区 民 ニ ー ズ や 要 望
( 今 後 の 需 要 見 込 み )

子育てに不安を抱えている保護者からのニーズがあります。また、地域の子育て施設で
ある保育園を知ってもらうことは、区民の子育て支援となるとともに、区民の子育て
ネットワークを広げることにつながります。

他 団 体 等 の 取 組 状 況
( 類 似 事 業 の 有 無 )

他自治体などでも実施されています。

コ ス ト 削 減 の
工 夫 ・ 余 地

少額の経費で運営しており、サービス負担も求めていないため、削減の余地は少ないで
す。

委 託 の 有 無 なし
なし
一部委託
全部委託

委 託 の 内 容 －

委託等アウトソーシング
の 余 地 ・ 可 能 性
（ 委 託 な し の 場 合 ）

地域の在宅子育て家庭への支援として、保育園の保育士、栄養士、看護師などの専門知
識を提供することや相談業務は、区立保育園として大切な役割であり、また、必要最小
限の経費で実施していることから、今のところ、委託等アウトソーシングする余地はあ
りません。

事 業 の 課 題

通常の保育園運営体制で実施している事業のため、職員配置が十分でない問題や、登録
や事前申し込みをしなくても参加できる事業のため、感染症流行時の衛生管理の問題か
ら、実施回数を増やすのは難しい状況です。園庭遊びなど、一回あたりのプログラム内
容をいかに充実させていくかが課題です。

次 年 度 へ 向 け た
事 務 の 改 善 点

育児相談等を通じて、利用者の本事業に対するニーズを把握し、プログラム内容に反映
していくことが必要です。

一次評価（所管課による自己評価）

項   目 評価の理由・コメント

① 事 業 継 続 の 必 要 性
家庭における育児不安など子育て世代に対する支援としては有効であり、また、地域
に開かれた施設として必要です。

② 事 業 の 効 果 性 子育て世代の育児に対する相談や支援を行い、園児達との交流ができます。

※「拡充」「改善」の
　場合は拡充・改善
　する具体的な内容を記載
※「継続」の場合は継続
　する具体的な理由を記載
※「統合」の場合は統合対
　象事務事業名を記載

③ 事 業 の 効 率 性 必要最低限の費用で運営しており、既存の施設で実施しているため、効率的です。

※評価は、５：「極めて高い」、４：「高い」、３：「普通」、２：「低い」、１：「極めて低い」を目安に５段階で記入してください。

総 合 評 価

所 管 課 に よ る
評 価 の 理 由
（ 事 業 に 対 す る
取 組 方 針 ）

本事業は、子育て世代の育児に関する不安の解消や孤立化を防止し、地域との交流の場として
の役割を担っています。家庭において子育てを行う保護者に対し、保育園職員（保育士、栄養
士、看護師）の専門知識を活用し、正確な育児情報を提供することができます。
また、必要に応じて個別相談も実施します。既存の人的、物的資源を活用し、地域の子育て力
向上に役立つ事業であり、最小限の経費で実施できることから継続が妥当と考えます。
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開始年度 平成 18 年度

種別

－

（29）

③

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

平成２８年度 10 5 50.0% 平成２８年度 平成２８年度

平成２９年度 10 7 70.0% 平成２９年度 平成２９年度

平成３０年度 10 － － 平成３０年度 － － 平成３０年度 － －

年度 当初予算額 一般財源 国庫支出金 都支出金 基金 その他 流用 補正予算 予算現額 決算額 執行率

67 67 0 0 0 0 0 0 67 49 73%

78 78 0 0 0 0 0 0 78 24 31%

82 82 0 0 0 0 － － － － －

平成３０年度　港区事務事業評価シート
評価対象

事 務 事 業 名 高輪地区区長と区政を語る会

所 属 高輪地区総合支所管理課管理係 －

所 管 課 長 高輪地区総合支所管理課長

基 本 政 策

政 策 名 参画と協働により互いの顔が見える区政運営を推進する

施 策 名

事業概要

事 業 の 目 的
区政に関する区民の需要を的確に把握するため、区民各層から意見・提案を聴取し、区政への反
映に資することにより、区民参加による区政運営を推進します。

事 業 の 対 象 区内在住・在勤・在学者

区民参画の推進

事 業 の 概 要

区長が区民と懇談を行い、区政に関する意見を聴取します。
【開催時期】総合支所で年1回
【開催場所】総合支所内会議室など
【参加者】　公募等による区民等（在勤・在学含む）、区長
【テーマ】
・平成25年度「災害に強いコミュニティづくり～つなげよう地域の力～」
・平成26年度「若者のボランティア活動～今、私たちにできること～」
・平成27年度「若者からみる高輪地区（三田・高輪・白金・白金台）の魅力について」
・平成28年度「私の住んでるまち三田・高輪・白金・白金台、このまちの未来を語ろう！」
・平成29年度「高輪地区の魅力とこれからのまちづくりについて」

根 拠 法 令 等 港区集団広聴実施要綱

事業の成果

指
　
標

指標１
参加者数

指標２ 指標３

指 標 か ら 見 た
事 業 の 成 果

区役所・支所改革や防災対策、地域の魅力や、将来に向けての展望等について、区民要望の把握や貴重な
意見を聴取している。平成29年度は、高輪地区内の中学生4人、高校生3人の生徒と意見交換をすること
ができた。若年層の地域に対する関心や将来に期待するもの、区政への要望等の傾向が掴めた。今後、報
告書は、地区版基本計画の改定の提言づくりに役立てるため、区民参画組織に資料として提供します。

事業費の状況(単位：千円)
予算状況 決算状況

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

事業費から見た
事 業 の 状 況

－



評価※

4

4

4

拡充 継続 改善 廃止 統合

事務事業を取り巻く状況等

前 回 評 価 か ら の
改 善 事 項 等
（付帯意見への対応等）

前回（28年度）は、50才代、30才代、20才代の参加者でした。29年度は、管内の中・
高生の参加がありました。今後、まちの姿を大きく変えようとしている高輪地区に対す
る若者の視点、来街者の視点から、高輪地区の魅力や将来像などの意見を聴くために、
管内区立中学校、高校、大学に通学している中・高生、大学生を対象に参加を募りま
す。

区 民 ニ ー ズ や 要 望
( 今 後 の 需 要 見 込 み )

直接、区長と懇談し、意見や要望を伝えたいという区民ニーズはあります。

他 団 体 等 の 取 組 状 況
( 類 似 事 業 の 有 無 )

・[港区]区政モニター会議（区長室）
・[他区]23区中、19区が類似事業を実施しています。

コ ス ト 削 減 の
工 夫 ・ 余 地

飲料購入、会議録反訳等必要最小限の経費措置のため、削減は難しい状況です。区民及
び地域の声や要望を区長が直接聴取することにより、区政への反映に資することができ
ると共に、区民に身近な区政をＰＲすることもできるので、効果的と考えます。

委 託 の 有 無 なし
なし
一部委託
全部委託

委 託 の 内 容 －

委託等アウトソーシング
の 余 地 ・ 可 能 性
（ 委 託 な し の 場 合 ）

要綱に基づき実施しているが、規模等から委託ではなく、区長との懇談を主体としてい
ることから直営での実施が最もふさわしいと考えます。ただし、懇談をより活発化する
うえで、ファシリテーターの導入について検討の余地があります。

事 業 の 課 題
幅広い年齢層といった多様な区民各層の参加を増やすため、募集方法について工夫が必
要です。
全庁的なテーマでの開催においては、今後も支援部と連携して開催します。

次 年 度 へ 向 け た
事 務 の 改 善 点

テーマの対象となる区民・団体等へ、直接周知する方法を検討します。
チラシ設置場所の追加を検討します。

一次評価（所管課による自己評価）

項   目 評価の理由・コメント

① 事 業 継 続 の 必 要 性
区民から広く意見を聴取し、今後の施策推進の参考とするなど、区政運営の推進に必
要です。

② 事 業 の 効 果 性
区政に関する区民の需要を的確に把握するため、区民から意見・提案を聴取し、区政
への反映を図るという目的に適合しています。

※「拡充」「改善」の
　場合は拡充・改善
　する具体的な内容を記載
※「継続」の場合は継続
　する具体的な理由を記載
※「統合」の場合は統合対
　象事務事業名を記載

③ 事 業 の 効 率 性
・事業の参加者は、公募によるため、公平性は確保されています。
・経費負担は妥当かつ効率的です。
・より多様な区民各層が参画できる時間や場所等の設定を検討する必要があります。

※評価は、５：「極めて高い」、４：「高い」、３：「普通」、２：「低い」、１：「極めて低い」を目安に５段階で記入してください。

総 合 評 価

所 管 課 に よ る
評 価 の 理 由
（ 事 業 に 対 す る
取 組 方 針 ）

区民等の意見・提案を直接聴取し、区民参画による区政運営の推進に役立てるため、継続すべ
き事業であると評価します。
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